
分子・機能情報を統合した21世紀ブロードマン脳地図作製
【文部科学省 教育研究組織改革関連プロジェクト】
認知症共生社会の道標となる脳内の分子・機能情報を統合した“脳地図”の完成を目指した
産官学連携・人材育成拠点

　アルツハイマー病などの認知症に代表される脳の加齢性
疾患の克服は喫緊の課題です。これらの疾患の治療法を開
発するためには、早期に正確に予後を推定できる診断方法
を確立することが重要です。その為には、脳内で病気の進
展を予測する道標となる地図が必要です。この地図には細
胞レベルの分子多様性情報に加え、細胞間、領域間の機能
的、解剖学的結合状況などの情報と経時的情報が統合され
ている必要があります。本事業は、脳疾患の進展を理解す
る道標となる新しいひと脳地図の作製を起点として、産官
学と連携した社会実装及び人材育成を展開し、認知症共生
社会による社会還元を図ることを目標としています。その為

に、ひと脳組織からの細胞分散技術の確立、ひと脳組織の
透明化技術及び細胞標識技術の確立、機能的MRIによる脳
領域の機能関連地図の作製などに取り組んでいます。脳研
究所が、半世紀に渡り整備した世界最大級の疾患脳バンク
を用い、脳研究所の共同利用・共同研究機能を向上させ、
すでに国内外との連携により顕著な実績を上げているひと脳
試料研究を発展させます。また、最新の数学・AIによる解
析で得られたデジタルデータを新たに加え、ひと脳資産の
価値をさらに高めることで、多分野の研究領域を結んだ脳
疾患研究ネットワークのハブとなり、我が国の共同利用・共
同研究機能、人材交流を推進します。
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